
EcoAction21

2022年度環境経営レポート 

守山環整株式会社
Moriyama Kansei Company，Ltd

2023年5月25日発行

対象期間：2022年4月1日～2023年3月31日



1 環境基本方針

2 事業活動の概要

3 取組実施体制図及び責任

4 環境経営目標

5 環境経営活動計画の内容及び結果の評価と次年度の取組

6

7

8 環境活動状況

環境関連法規等遵守状況及び起訴等の有無

目　　　次

代表者による全体評価と見直し

1



1 全ての事業活動、サービス等に関わる環境関連法規及び規則、その他当社が同意した要求事項を

遵守します。

2 自主管理による環境マネジメントシステムの構築推進と継続的な改善を実施します。

3 事業活動、サービス等に関わる内容のうち、以下の項目を環境管理重点テーマとして取組み、

「 地球温暖化・資源の枯渇･」の防止に努めます。

イ. 二酸化炭素の発生の抑制の推進

・　電力量の削減　　　　・　自動車燃料の削減　　　　・　化石燃料の削減

ロ．  廃棄物の削減とリサイクルの推進

・　受託した一般廃棄物及び産業廃棄物の再資源化に取り組み、リサイクル率の向上の推進　　　

ハ．　限りある水資源の節約の推進

4 環境に配慮した物品の購入を心掛け、事務用品・作業資材・車両等のグリーン調達に努めます。

5 化学物質の取り扱いが必要となる場合は十分に適切に管理します。

6 事業者に環境の配慮した廃棄物の分別排出の提案をする。

7 地域の環境保全活動に積極的に参加します。

8 本方針は社内外からの要求に応じて公開します。

2007年 5月１日　　　制定

2022年4月1日　　　改訂

守 山 環 整 株 式 会 社

代表取締役　井入　秀一　

・  自社発生の廃棄物のゼロエミッションの推進

　環境基本方針　 

 1．基本理念　
   産業活動のグローバル化と産業のソフト化、サービス化が進展する中で、環境問
題が大きくクローズアップされております。社会全体の意識の高まりとともに、私た
ちの事業は「 社会ニーズ 」に基づいて取組むべきものとして考えています。

　守山環整株式会社は、「 環境整備 」を行う企業として環境保全を経営の重要課
題の一つであると認識し、環境に対する正しい知識を深めるとともに、当社の事業
活動による環境負荷を把握し、自然や地球を思いやる「 地域サービス 」を企業活
動のモットーとし、より豊かな社会の発展に貢献致して参りたいと思います。

 2．環境経営方針　

  守山環整株式会社は、本社及び作業場の事業活動において地域及び環境への関連を考慮
して、下記の方針を定め環境保全に対する自主的な取組みを展開する。

1.環境経営方針
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2．取組の対象組織・活動

2-1　事業所名及び代表社名

　　守山環整株式会社

代表取締役　井入　秀一

2-2 設立年月

昭和59年（1984年）11月

2-3　事業内容

一般廃棄物・産業廃棄物収集運搬業、浄化槽保守点検業、管工事及び電気工事、 

その他工事の請負設計監督、建築物環境衛生一般管理業、ビルメンテナンス清掃業

2-4　各事業所所在地

[本社、駐車場]　滋賀県守山市洲本町1215番地　　℡077-585-1043

[車両基地]　　 　滋賀県守山市洲本町1166番地

2-5　エコアクション21の認証

・認証対象事業所：本社、車輌基地

・認証対象事業：一般廃棄物・産業廃棄物収集運搬業、浄化槽保守点検業、管工事及び電気工事、

その他工事の請負設計監督、建築物環境衛生一般管理業、ビルメンテナンス清掃業

・初認証年月日：2008年6月6日

・認証登録番号：0002550

・環境管理責任者氏名及担当者連絡先

環境管理責任者  ：林　幸夫

環境環境事務局員：西澤あずさ

電      話　  　：077-585-1043

E-mail  　　    :somu@moriyamakansei.co.jp 　

2-6　事業規模

単位 2022年度 2021年度 2020年度

資 本 金 万円 2,000 2,000 2,000

売 上 高 百万円 773 638 675

従業員数 人 54 71 71

事務所床面積 ㎡ 948 948 948

本社敷地面積 ㎡ 477 477 477

車輌基地敷地面積 ㎡ 6,609 6,609 6,609

駐車場面積（1） ㎡ 1,306 1,306 1,306

駐車場面積（2） ㎡ 1,616 1,616 1,616

活 動 規 模

2.事業活動の概要
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2-7　各種行政許可内容

許 可 区 域 許 可 番 号 取得年月日 有効年月日

① 一般廃棄物収集運搬業 守山市 守山市指令　第1号 2022年4月1日 2024年3月31日

一般廃棄物搬入許可証 守山市 守ご第253号 2023年4月1日 2024年3月31日

滋賀県 第02500000311号 2022年10月6日 2027年10月5日

産業廃棄物収集運搬業 京都府 第02600000311号 2020年10月2日 2025年8月28日

大阪府 第02700000311号 2021年8月1日 2026年7月31日

愛知県 第02300000311号 2021年8月1日 2026年7月31日

③ 浄化槽清掃業 湖南広域 湖広組指令第32号 2022年4月1日 2024年3月31日

④ 浄化槽点検業務 滋賀県 滋南環第921号 2021年11月1日 2024年10月31日

⑤ 建設業 滋賀県
滋賀県知事 許可
（般一24）21666

2022年7月1日 2027年6月30日

(1) 産業廃棄物の許可内容

滋賀県 京都府 大阪府 愛知県

燃え殻

汚泥 ● ● ● ●

廃油 ●

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類 ● ● ●

紙くず ● ● ●

木くず ● ● ● ●

繊維くず ● ● ●

動植物残さ ● ●

ゴムくず ● ● ●

金属くず ● ● ●

ガラスくず等 ● ● ●

鉱さい

がれき類 ● ● ●

動物のふん尿

ばいじん

石綿含有廃棄物 ● ● ●

廃油

廃酸　

廃アルカリ

(2） 建設業の許可

　　　　　　滋賀県：土木一式、とび・土工・コンクリート、電気工事、管工事、

しゅんせつ工事、機械器具設置工事、水道施設工事、舗装工事

特別管理産業
廃棄物

感染性産業廃棄物

産業廃棄物

許 可 内 容

②

廃棄物の種類
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2-8　収集車輌他の種類　2020年3月現在

塵芥車（8ｔ）　  　1台 軽トラック　　      1台　 超高圧洗浄車（6ｔ）　　1台

塵芥車（5.5ｔ）　　1台 バキューム車（4ｔ） 2台 高圧洗浄車（4ｔ）　　　1台

塵芥車（4ｔ）　  　6台 バキューム車（3ｔ） 1台 TVカメラ車　　 　　 　 1台

塵芥車（3.6ｔ）  　1台 バキューム車（2ｔ） 1台 給水車　　　　　　 　　1台

塵芥車（3ｔ）  　　5台 強力吸引車（10ｔ）  2台 資材車　　　　　　 　  1台

塵芥車（2ｔ）　  　1台 強力吸引車（6ｔ）　 1台 軽バン　　　　　       3台

トラック（2ｔ）    4台　　 強力吸引車（4ｔ）　 1台 アームロール車　 　 　 2台

トラック（1.5ｔ）  2台　　 営業車(普通乗用車)　7台

2-9　事業実績

① 建設業 単位：千円

2022年度 2021年度 2020年度

公共 107,016 51,249 54,826

民間 15,286 7,489 12,765

3,086 5,098 2,618

125,388 63,836 70,209

② 廃棄物処理業（収集・運搬）

❶ 受託した一般廃棄物（収集・運搬）

　　活 動 規 模 単位 2022年度 2021年度 2020年度

一般廃棄物合計 ㎏ 14,712,364 14,261,625 13,859,107

㎏ 13,133,590 12,520,200 11,922,320

㎏ 1,575,390 1,734,260 1,928,110

浄化槽汚泥 ㎏ 1,906 2,894 2,913

し尿収集 ㎏ 927 2,996 3,124

集落排水汚泥 ㎏ 551 1,275 2,640

❷ 受託した産業廃棄物（収集・運搬）

　　活 動 規 模 単位 2022年度 2021年度 2020年度

産業廃棄物合計 ｔ 847.04 444.83 467.05

❸ 受託した浄化槽保守点検

　　活 動 規 模 単位 2022年度 2021年度 2020年度

浄化槽保守点検 ヶ所 323 328 294

集落排水点検 ヶ所 0 27 48

ｸﾞﾘｽﾄﾗｯﾌﾟ維持 ヶ所 60 80 74

2-10　主な環境負荷の実績

　　活 動 規 模 単位 2022年度 2021年度 2020年度

二酸化炭素排出量 Kg-CO2 227,708 263,199 242,948

廃棄物の排出量 ｔ 7 16 12

水の使用量 ㎥ 2,714 2,507 2,790

※電力の二酸化炭素調整後排出係数は関西電力(株)2018年度の0.418㎏-CO2/kWhを使用している

※化学物質の使用はない

保
守・
点検

家庭系一般廃棄物

事業系一般廃棄物

　　活 動 規 模

合計

元請

下請

合計
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2-11　廃棄物収集運搬料金

収集運搬料金は廃棄物の種類、量、収集回数により計算致します。

2-12　積み替え保管の有無  

守山市許可 守山市指令　第1号 一般廃棄物積替え施設 2022年4月1日

産業廃棄物は無し

2-13　廃棄物処理フロー

一般廃棄物
　　収集運搬

不適物最終処分

（社外処理）

産業廃棄物 中間処分業者
収集運搬 （委託事業者のマニフェスト） に搬入

市集積場所

公共焼却施設可燃物

不燃物

手選別作業
（不燃物ビン、缶、金属）

手選別作業

（電池等）

リサイクル
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2-14　環境経営組織図及び役割・責任・権限表

代表者
代表取締役　井入　秀一

環境管理 責任者
管理部長　林　幸夫

代表者（社長）

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認

役割・責任・権限
・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

部門長
（推進責任者）

全従業員

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

環境事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境管理責任者の補佐

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

業務部

推進責任者

総務部

推進責任者

ＥＡ２１環境事務局

3．取組実施体制図及び責任

管理部

推進責任者
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□環境経営目標及びその実績

✕

〇

✕

〇

✕

✕

✕

灯油、LPGによる二酸
化炭素削減

1,245

基準年度比

自動車燃料による二
酸化炭素削減

上記二酸化炭素排出
量合計

kg-CO2 246,487 244,022 268,232 241,557

2,258

基準年度比

電力による二酸化炭
素削減

kg-CO2 15,196 15,044 16,636 14,892

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準年度比 2019年 99% 109% 98%

7,203 4,360 7,056
基準年度比 2019年 98% 59%

（2019年) （目標） （実績） （目標）
評
価

基準値 2022年 2023年

行動目標（次項による）

1,283

基準年度比 2019年 99% 109% 98%

2019年 99% 49%

kg-CO2

kg-CO2 230,008 227,708 250,973 225,408

1,270 623 1,257

一般廃棄物の削減
kg 7,350

環境に配慮した工事
の推進

-

108%

64%

-

66%産業廃棄物の再資源
化率の向上

%

水道水の削減

6,909

90%

56% 68%

毒劇物適正管理 kg 0 - -
2019年 95%

97%

98% 97%

96% 94%

70%

2024年
（目標）

239,092

223,108

14,740

97%

- -

2,308

-
92%

㎥ 2,509 2,384 2,714

基準年度比 年 -

4．環境経営目標及びその実績
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

灯油、LPGによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年 8

・シャワーの温度を適切にする。

4月

2,211

・

・不要照明の消灯 ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

基準年比9％の増加となった、事務所の増員やコロナ禍での
窓開放でのエアコン使用等が影響している。効率的なエアコ
ン使用や不在時など、パソコンの電源切断を徹底していきた
い。

2月1月 3月

○
×

○

12月11月10月9月

・

8月7月6月

・使用しないパソコン等事務機器の電源切断をする。

5月

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

27 34
4月 5月 6月 7月 8月

・暖房の温度の適切な管理をする。

19 16 12

・無人時のストーブの停止 ○
・温水温度の適正化 ○

○

10月 11月9月
29

27 285 5

○

12月 1月 2月 3月

基準年比13％の削減を達成した。　石油価格が高騰していた
ので、石油ストーブを使用せずエアコンのみ使用したので削
減に繋がった、次年度も作業環境改善を行い灯油削減に取
り組みたい。

6 6 151

○

2013516

数値目標

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

3,580 2,439 4,550 3,8462,9273,432 3,868 3,881 2,976 2,323 3,767

達成状況

数値目標

3,084 2,482 2,025 2,295 3,364 3,469 4,045 3,827 3,5752,543 2,519 4,045

10 17 2227 27 19 15

0

2,000

4,000

6,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

電力（kWh） 2019年 2022年

0

50

100

150

200
灯油（L）、LPG（㎥） 2019年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

取組紹介欄

2019年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2019年

2022年

9月 10月 11月 12月
800

○
・社用車の効率的な運転管理の推進する。 ○

360 400 350

5月

470

・帳票見直しによる印刷物の削減

7,240 6,349 7,885

900 870 1,040 1,170

・

6月

6,355 6,440 7,167 6,482 7,562

・分別の徹底 ○

8,567 7,361

・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○

達成状況

数値目標 ○

4月 5月 6月 7月 8月

○

430

7月 8月6月4月

1月

671
446 546
716 620

638 631 607 516 469 552
436
306

4月 5月

520
574 493 432

686 1,058 788 758 676 657 725

7月 8月 9月 10月 11月 12月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

2月 3月

ガソリンは基準年比34％の増加軽油も基準年比9増加となっ
た。ガソリンは事業系一般廃棄物受注の営業活動強化、軽
油は昨年から市の一般廃棄物処分場が新設され遠距離に
なったことが要因に考えられる。
エコドライブの徹底を継続して実施していく。又、
車両が古いと燃費が悪くなるので、計画を立てて新車両購入

・アイドリングストップ ○
・効率的なルートで収集

×数値目標

7,418
9月 10月 11月 12月

基準年比41％の削減を達成した。
2021年10月から守山市の事業系一般廃棄物の分別が変更
になり社員の分別意識がしっかりとし廃棄物減量に繋がっ
た。

2月 3月
7,098

6,911 7,078 7,044
7,350

300 310
350

7,368 6,711

3月
350

350 340 380

取組結果とその評価、次年度の取組内容

350 480 430 350

7,226
9,124 7,028 7,258 7,957

6,391
1月

210 320

1月 2月
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産業廃棄物の再資源化率の向上

取組紹介欄

2019年

2022年

産業廃棄物の再資源化率の向上

取組紹介欄

水道水の削減

取組紹介欄

2019年

2022年

○

43 340
1月 2月

基準年比22％の増加となった。新型コロナウイルスの予防の
為、手洗いうがいの徹底の為水道料金が増加となったと思わ
れる。

9月 10月 11月

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・分別の徹底 ○
数値目標

×
・節水を心がけ、流しっぱなしはしない。 ○

達成状況

○

0

数値目標

12月 3月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

165 0

・洗車水の節水 ○

0

・

210 3,750 50 330 1,310

・分別の徹底
○
0

・洗車排水の排水処理の適正処理をする。 ○

数値目標

0
4月 9月 10月 11月 12月

0 0

・再資源化先の開拓 ○
・

0 6,160 0
5月 6月 7月 8月

388 42 394

基準年比41％の削減を達成した。
2021年10月から守山市の事業系一般廃棄物の分別が変更
になり社員の分別意識がしっかりとし廃棄物減量に繋がっ
た。

1月 2月 3月
0 1,190 0 1,050 0 0

204 204

4月 5月

235 247
365

8月
4445 411 52

6月 7月

✕

・再資源化先の開拓

0
#REF! 0

270 380

247 230 230 221 221 222 222
347 38

105340 410

昨年度に比べ発生量は減少したが排水処理施設の汚泥発
生量が増加しリサイクル率は目標未達となった。　今後も分
別を徹底に努力する。
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毒劇物適正管理

取組紹介欄

環境に配慮した工事の推進

取組紹介欄

○

環境配慮施工（低騒音型建設機械の使用、オイル吸着材、
シートの工事車両への搭載）などすべての工事で実施した。

達成状況

・オイル吸着材、シートの準備 ○
・顧客クレーム削減 ○
・廃棄物の再資源化の推進（別項目で実 ○

・環境配慮型建設機械の使用 ○

適正管理に努めた。

・在庫管理による不良在庫の削減（持ち出 ○

達成状況

・有害性物質の表示の徹底 ○
・作業ミスによる使用量増加の抑制 ○
・発注量の適正化(月末在庫記録）

取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組結果とその評価、次年度の取組内容
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(1)当社に適用される法規制等と現在までの遵守状況

〔収集・運搬講習終了証〕：権田赫大

廃棄物の排出適正処理、保管基準の遵守

マニフェスト管理実施中

産業廃棄物管理票交付状況報告書提出

許可証の更新

登録番号：滋南環第4号

許可証の更新

登録番号：湖広組指令第8号

許可証の更新

登録番号：指令第12号

登録者：林幸夫

クーラー、テレビ等の廃棄時対応

本年度の廃棄なし。

自動車の適切な廃棄

自動車デーラーへの引取

コンプレサー(2，2KW）　

（守山市：2.2.KW以上）

コンプレサー(2，2KW）

（守山市の生活環境を保全する条例） （守山市：2.2.KW以上）

エアコンの簡易点検（1回／3ヶ月）

軽油給油設備の設置届

消火設備点検報告書

危険物貯蔵施設（地下軽油タンク）設置届

危険物保安管理者の届出：川端滋夫

安全運転管理者：堀井厚美

副安全運転管理者：林幸夫・川端滋夫

毒物及び劇物取締法 毒物劇物取扱責任者：篠川良平 ○

湖南広域行政組合危険物規制規則 ○

道路交通法 ○

建設業法
許可申請
（滋賀県知事 許可（般一24）第21666号）

〇

振動規制法

○

フロン排出抑制法 ○

湖南広域行政組合火災予防条例 ○

家電リサイクル法 ○

自動車リサイクル法 ○

騒音規制法
○

（守山市の生活環境を保全する条例）

滋賀県浄化槽保守点検業者の登録に
関する条例

○

湖南広域行政組合浄化槽清掃業の許
可に関する規則

○

湖南広域行政組合浄化槽清掃業の許
可に関する規則

○

守山市廃棄物の減量および適正処理
ならびに環境美化に関する条例

一般事業廃棄物の収集許可（守山市、湖南広域行政組合） ○

主な適用法規等 該当する活動 遵守状況

産業廃棄物の収集運搬の許可（滋賀県）
○

滋賀県廃棄物の処理及び清掃に
関する           法律施行細則

○

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

6．環境関連法規への違反、起訴等の有
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（2）違反、訴訟等
　　　　関連関係法規への違反、訴訟はありません。
　　　　又関係当局からの違反等の指摘は、過去3年間はありません。

□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 油流出事故の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

混乱もなく、概ね良好だった。　対応策は効果的であった。また、手順書を変更する必要性はない。

2022年10月13日 車両基地

車輌基地要員全員

・流出事故対応、通報訓練

混乱もなく、概ね良好だった。　対応策は効果的であった。また、手順書を変更する必要性はない。

2022年2月9日 車両基地

車輌基地要員全員

・通報訓練、消火訓練、避難訓練
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□これまでの環境活動の紹介

社内照明のLED化

食堂照明のLED

駐車場街灯のLED

エコキャップ運動の実施

当社では、ペットボトルのキャップを集めて世界の子どもたちにワクチンを届ける
運動に参加しております。

事務所照明のLED

車両基地街灯のLED

7．活動状況
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地域活動の実施

守山市では、小学校４年生の社会科授業において「住みよいくらしをくるくる」
というテーマの学習をされます。
その内容に「ごみの処理と利用について」を学ぶ学習があり、ごみの排出から
処分、リサイクルまでの過程を見学し、体験する授業をされています。
当社は、毎年この学習に協力をさせていただき、環境を守るための役割を子供
たちに伝えるお手伝いを致しております。

小学校の現地環境教育

地域活動の実施
滋賀県では美しい環境に恵まれた住みよい郷土づくりを進めるための環境保全県民
運動として県民、事業者、各種団体、県および市町が一体となり、「滋賀県ごみの
散乱防止に関する条例」で「環境美化の日」として定めた１２月１日を基準日に、
県下全域を美化活動を実施することによりごみの散乱防止に対する県民の一層の関心
と理解を求めています。

下之郷地区地域一斉清掃

2018/6/8

2019/12/1
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境方針

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他 ◇実施体制他

変更なし

変更なし

・利害関係者からの苦情・要請等
・環境上の問題点等

変更なし

　環境経営方針を実現すべく、課題にむけ解決できるよう取り組んできたが今期は未達となる項目が多かった。
 原材料費等の高騰や円安・世界的な国情不安を背景にした部品調達の長期化など、今後も厳しい環境経営が懸念される。
 このような状況下に あっても、省エネ・CO₂削減、廃棄物の再使用・再資源化などの社会的課題を解決す る取組を今後も継続
していきたい。
 今後は、事業活動における働き方改革を進め、社員がアイデアを出し生産性の向上を計ると共に社員の環境教育、当社のＳＤ
ＧＳへの取組を検討すること。

2023年5月1日
【前回の指示への取組結果】

8．代表者による全体評価と見直し
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